
【取組内容④】 「ICTを活用した業務改善、生徒の安心安全を保障する取組」

京丹後市立久美浜中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

発生フェーズにごとの教職員の対応と連絡方法について策定
アフターコロナでも継続している「心と身体のMorning check」 朝学活開始までに各自が入力する

◆概要◆
新型コロナウイルス感染症は、私たちに様々な試練を課し、どの学校

においても危機に対応できる業務改善が喫緊の課題でありました。日々
変化する状況の中で、急遽学校の方針を転換せざるを得ない日々…、健
康観察や家庭連絡など…、まさに学校におけるICT導入があったからこそ
これまで切り抜けてこられたのではないでしょうか。

◆実践事例◆
本校では、当時から職員・保護者・生徒との緊急連絡体制を完備し、

あらゆるケースにおいても対応できるマニュアルを完備するとともに、
保護者欠席連絡アプリ、いじめやLGBTQに関することなどを含む、心因
性の悩みも受け入れられる「心と身体のMorning check」の運用を開始。
セーフティネットとしての機能ももたせました。

◆生徒の変容と成果◆
アフターコロナの全国的な課題は長期欠席生徒の増加。本校において

も相変わらず最優先の課題となっています。子どもの悩みやSOSを多面
的にキャッチして、未然防止、早期解決の手を打つことが求められてい
ます。相談窓口の複数常時開設、いじめアンケート、カウンセラー等の
配置に併せて、ICTを駆使した様々な回線の開設こそ、発達支持的生徒指
導の出発点だと思います。

欠席連絡アプリにモニタを増設して全職員が確認できる状況にして情報共有


